
新型コロナウイルスワクチン接種
平三郎の世界

支え愛・助け愛の地域づくり
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三
芳
野
小
学
校
の
児
童
が
好
き
な
場
所
「
大
川
平
三
郎
翁
記
念
公
園
」

大
川
平
三
郎
翁
記
念
公
園
は
、
た
く
さ
ん
の
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
の
花
が
咲
き
、
し
だ
れ

桜
や
イ
チ
ョ
ウ
な
ど
も
あ
り
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
虫
を
捕
ま
え
た

り
、
鬼
ご
っ
こ
を
し
た
り
と
、
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
遊
べ
る
広
場
で
す
。

※
令
和
３
年
度
の
表
紙
は
、市
内
小
学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト「
学
校
・
学
区
内
の
好
き
な
場
所
」の
中
か
ら
選
択

新型コロナウイルスの影響で、紙面に掲載したイベント
等は、中止又は内容が変更になる場合があります。

最新情報は市ホームページ
をご覧ください。

お断り

特集

今月の内容
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1回目接種日程 2回目接種日程

9月 4日

9月 5日

9月11日

9月12日

9月18日

9月19日

土

日

土

土

日

日

9月25日

9月26日

10月 2日

10月 3日

10月 9日

10月10日

土

日

土

日

土

日

市民健康センター ☎284・1621問

ワクチン接種対象者を12歳以上
新型コロナウイルス

に拡大します

集団接種 新たに12歳以上39歳以下の方が予約可能になります。
※40歳以上の方も引き続き予約可能です。

※ワクチンは、集団接種、個別接種ともに全てファイザー社製です。

12歳以上の方
予約をしていない方で一度も接種を受けて

いない方

接種券（クーポン券）

※事前に必要事項を記入してください。
予診票

本人確認書類
※ マイナンバーカード、運転免許証、健康保険証等
いずれか１点をお持ちください。

お手元に接種券を準備し、下記のいずれかの
方法で予約してください。1回の予約で２回
分の予約を受け付けます。2回目接種は、1
回目接種と同じ時間に予約されます。

予 約 方 法

予約開始日

8月10日（火）午前9時～入西地域交流センター（新堀159-1）

インターネット

受付時間　午前9時～午後5時
聴覚障害の方向け　FAX  284・3939

0570・066・001（ナビダイヤル）

坂戸市新型コロナウイルス
ワクチン接種コールセンター

※10月中旬以降の集団接種日程及び予約開始日等詳しくは、今後、市ホームページ又は広報さかどでお知らせします。

時　間

午後5時30分～8時30分【夜間の部】
曜日土

【午前の部】午前9時～正午
【午後の部】午後1時30分～4時30分

曜日日

場　所

対　象

当日の持ち物
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接種を希望される
妊婦の方へ

妊娠中又は妊娠を計画中の方も、ワクチンを接種することができま
す。妊娠中、妊娠している可能性がある方、又は授乳されている方
は、事前にかかりつけ医等に必ず相談してください。

12歳～39歳の方への接種予約開始

8月10日（火）午前9時～
接種を実施している医療機関や予約方法等、
詳しくは、送付した通知をご確認ください。

今年度12歳を迎える方へ

誕生日の前月に市から接種券が送
付されます。なお、接種は12歳の
誕生日の前日から可能です。

以下のいずれかの方法で予約してください

坂戸市新型コロナウイルス
ワクチン接種コールセンターインターネット 各医療機関の指定する方法

個別接種 新たに12歳以上39歳以下の方が予約可能になります。
※40歳以上の方も引き続き予約可能です。

0570・033・226（ナビダイヤル）
県の専門相談窓口

※土・日曜日、祝日含む24時間対応

　いつもと違う体調の変化や症状が
続くなど、何か異常があれば、速や
かに接種を受けた医療機関やかかり
つけ医又は県の専門窓口へ相談して
ください。

体調が回復しない場合は？

　本ワクチンは筋肉内注射のため、
痛みや腫れなどの軽い副反応は頻繁
に現れますが、通常、数日以内に治
まりますので、しばらく様子をみて
ください。

どのくらい出る？
　注射した部分の痛み、頭痛、関節
や筋肉の痛み、疲労、寒気、発熱等
があります。また、まれに起こる重
大な副反応としてショックやアナフィ
ラキシーがあります。

どんな症状？

接種後の副反応

現在のワクチン供給状況

　７月から全国的にワクチンの供給量が調整され、
市に届くワクチンも減少しています。各医療機関で
の予約も調整しなければならず、予約が取りにくい
状況です。ワクチンの供給は、定期的に行われ、医
療機関での個別接種や市の集団接種は継続して行っ
ていますので、この状況をご理解いただき、すぐに
予約が取れない場合でも、しばらくお待ちください。

ワクチン接種証明書
（ワクチンパスポート）

　海外渡航予定がある方を対象に、
原則郵送申請受付を行っています。
　申請に必要な書類や申請方法など
詳しくは、市ホームページをご覧に
なるか、市新型コロナウイルスワク
チン接種コールセンター（☎ 0570・
066・001）へお問合せください。
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平
三
郎
の
世
界

大川 平三郎

人
よ
り
以
上
の

努
力
を
し
て
こ
そ
、

人
以
上
の
成
功
を
す
る

　

大
川
平
三
郎
は
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
活
躍
し
、
日
本
の

製
紙
王
と
呼
ば
れ
た
実
業
家
で
す
。

　

事
業
で
成
功
を
収
め
、
富
と
地
位
を
築
い
た
後
も
、
ふ
る

さ
と
三
芳
野
を
想
う
気
持
ち
は
変
わ
ら
ず
、
援
助
を
繰
り
返

す
な
ど
、
地
域
に
尽
く
し
、
郷
土
を
愛
し
た
偉
人
で
す
。

現
在
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
さ
れ
て
い
る

大
河
ド
ラ
マ「
青
天
を
衝つ

け
」の
主
人
公

「
渋
沢
栄
一
」
と
も
ゆ
か
り
が
あ
り
、

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

大
川
平
三
郎
は
、
万
延
元（
1860
）年
10

月
25
日
に
三
芳
野
村
の
横
沼
で
生
ま
れ
、

父
の
修
三
は
神し

ん
と
う道
無
念
流
の
剣
術
家
、

大
川
平
兵
衛
の
次
男
で
、
母
の
み
ち
子

は
深
谷
市
の
尾
高
惇じ

ゅ
ん
ち
ゅ
う忠
（
後
に
藍
香
と

号
す
る
学
者
）
の
妹
で
し
た
。

　

祖
父
の
平
兵
衛
が
川
越
藩
松
平
候
の

剣
術
指
南
役
を
つ
と
め
て
い
た
関
係
で

大
川
家
も
横
沼
、
川
越
、
前
橋
へ
と
移

住
し
、
そ
の
後
は
、
松
山
町（
現
東
松
山

市
）で
剣
術
を
教
え
て
い
ま
し
た
。
平

三
郎
は
幼
い
と
き
か
ら
、
祖
父
や
父
の

よ
う
に
剣
術
の
修
行
を
重
ね
な
が
ら
学

問
も
習
い
、
文
武
両
道
に
努
め
ま
し
た
。

　

松
山
町
在
住
の
と
き
明
治
を
迎
え
、

武
士
の
時
代
が
終
わ
る
と
、
大
川
家
の

生
活
は
大
き
く
変
わ
り
貧
困
の
少
年
時

代
を
過
ご
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
身

近
で
母
の
苦
労
を
見
て
い
た
平
三
郎
は
、

早
く
一
人
前
に
な
っ
て
母
に
楽
を
さ
せ

た
い
、
と
の
気
持
ち
が
強
く
一
心
不
乱

に
勉
学
に
励
ん
だ
と
い
い
ま
す
。

　

平
三
郎
は
13
歳
の
と
き
、
叔
父
の

「
渋
沢
栄
一
」
を
頼
っ
て
上
京
し
、
渋

沢
家
の
書※

生
と
な
り
、明
治
８（
1875
）年
、

16
歳
の
と
き
、
渋
沢
栄
一
が
社
長
を
し

て
い
た
抄※

紙
会
社（
現
在
の
王
子
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
）に
入
社
す
る
と
、
機
械
・

製
図
の
技
術
を
独
学
で
覚
え
て
、
会
社

に
大
き
な
利
益
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　

明
治
12（
1879
）年
、
平
三
郎
は
20
歳
の

と
き
、
製
紙
法
を
研
究
す
る
た
め
単
身

ア
メ
リ
カ
へ
、
明
治
17（
1884
）年
に
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
渡
り
、
パ
ル
プ
製
造
方

法
を
研
究
し
ま
し
た
。
帰
国
後
、
材
料

や
工
程
な
ど
の
改
良
に
取
り
組
み
、
大

幅
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
成
功
さ
せ
、
明

治
22（
1889
）年
に
日
本
で
初
め
て
木
材
に

よ
る
化
学
パ
ル
プ
製
造
に
成
功
し
、
そ

の
実
績
に
よ
り
、
34
歳
で
王
子
製
紙
の

専
務
取
締
役
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
九
州
製
紙
、
四
日
市
製
紙
、

中
央
製
紙
を
次
々
に
設
立
し
、
大
正
３

（
1914
）年
に
樺か

ら

太ふ
と

工
業
を
創
業
し
、
大
き

く
発
展
さ
せ
た
こ
と
に
よ
り
「
日
本
の

製
紙
王
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
浅
野
セ
メ
ン
ト
、
札
幌

ビ
ー
ル
な
ど
80
有
余
の
企
業
経
営
に
携

わ
り
活
躍
し
ま
し
た
。

下部写真 /大川三兄弟（明治 5年）…平三郎（左）、兄英太郎（中央）、弟栄八郎（右） ※書生…他人の家に住み込みで雑用等を任される学生　※抄
しょうし

紙…紙をすくこと　

文
武
両
道
の
努
力
家

日
本
の
製
紙
王

郷
土
の

偉
人

問中央図書館 ☎281・6369

特集

42021.8 Sakado



5 Sakado 2021.8

大
川
育
英
会
と
平
三
郎（
２
列
目
の
中
央
）

帰
郷
に
際
し
て
歓
迎
を
受
け
る
平
三
郎（
中
央
）

彰功碑の除幕式の様子（昭和3年） 堤防を視察する平三郎（中央）

ふ
る
さ
と
へ
の
奉
仕

　
平
三
郎
の
故
郷
に
対
す
る
思
い

は
篤あ

つ

く
、
三
芳
野
村
青
年
団
顧
問

と
な
り
、
横
沼
に
消
防
ポ
ン
プ

（
左
記
写
真
参
照
）を
寄
附
し
ま
し
た
。

　
大
正
７（
1918
）年
に
紺
綬
褒
章
を
、

大
正
11（
1922
）年
に
は
緑
綬
褒
章
を

受
け
、
三
芳
野
村
信
用
購
買
販
売

組
合（
現
農
協
）の
理
事
長
と
な
っ

て
、
財
政
・
庶
務
の
改
善
に
尽
く

す
と
と
も
に
、
農
家
の
副
業
と
し

て
、

※

織
り
の
製
造
を
奨
励
し
、

村
の
富
力
増
進
に
努
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
越お
っ
ぺ辺
川
の
氾
濫
に
よ

る
水
害
を
防
止
す
る
た
め
に
堤
防

を
築
き
ま
し
た
。
こ
の
堤
防
は
後

に「
大
川
堤
」と
呼
ば
れ
、記
念
碑

（
６
頁
参
照
）が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
正
14（
1925
）年
に
は
、

埼
玉
県
の
学
生
の
た
め
に
、
私
財

を
投
じ
て
「
大
川
育
英
会
」
を
設

立
し
、
埼
玉
県
出
身
の
学
生
に
奨

学
金
を
提
供
し
て
、
多
く
の
人
材

を
育
て
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
に
尽
く
す
こ
と
が
、

　
　

  

国
を
愛
す
る
こ
と
で
あ
る

変
わ
ら
な
い
郷
土
愛

　
こ
の
よ
う
に
地
域
に
多
く
の
貢

献
を
し
て
き
た
背
景
に
は
、
父
母

兄
弟
へ
の｢

孝※

悌｣

と｢

郷
土
愛｣

の
心
が
あ
り
、そ
の
気
持
ち
は
、生

涯
変
わ
る
事
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
昭
和
３（
1928
）年
に
は
貴
族
院
議

員
に
選
ば
れ
、
翌
年
に
勲
三
等
瑞ず

い

宝ほ
う

章
を
受
け
、
さ
ら
に
昭
和
９

（
1934
）年
に
は
旭き

ょ
く
じ
つ日
中
綬
章
を
受
け

ま
し
た
。

　

平
三
郎
は
昭
和
11（
1936
）年
、そ

の
波
乱
に
富
ん
だ
生
涯
を
閉
じ
ま

し
た
。
享
年
77
歳
で
し
た
。

大
川
平
三
郎
の
歴
史

万
延
元
年

明
治
5
年

明
治
8
年

明
治
12
年

昭
和
3
年

昭
和
4
年

昭
和
9
年

昭
和
11
年

明
治
26
年

大
正
3
年

大
正
4
年

大
正
5
年

大
正
7
年

明
治
17
年

大
正
11
年

大
正
14
年

明
治
22
年

＊
年
齢
は
全
て
数
え
年
で
す
。

1860
1歳

10
月
25
日
川
越
藩
三
芳
野
村

（
現
坂
戸
市
横
沼
）で
生
ま
れ
る

抄
紙
会
社（
の
ち
の
王
子
製
紙
）の

図
引
工
と
な
る

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡
り
、
パ
ル
プ

製
造
方
法
を
研
究
す
る

日
本
最
初
の
木
材
に
よ
る
化
学

パ
ル
プ
の
製
造
に
成
功
す
る

・
緑
綬
褒
章
を
受
け
る

・
三
芳
野
村
信
用
購
買
販
売
組
合

  （
現
農
協
）の
理
事
長
と
な
る

・
大
川
育
英
会
を
創
立
す
る

・
越
辺
川
に
堤
防
を
築
く

渋
沢
家
の
書
生
と
な
る

製
紙
業
研
究
の
た
め
、
渡
米

王
子
製
紙
専
務
取
締
役
に
就
任

貴
族
院
議
員
に
選
ば
れ
る

樺
太
工
業
を
創
業

勲
三
等
瑞
宝
章
を
受
け
る

三
芳
野
村
青
年
団
顧
問
と
な
る

旭
日
中
綬
章
を
受
け
る

12
月
30
日
死
去　

享
年
77
歳

横
沼
に
消
防
ポ
ン
プ
を
寄
附

紺
綬
褒
章
を
受
け
る

1889
30歳

1893
34歳

1914
55歳

1915
56歳

1916
57歳

1918
59歳

1922
63歳

1925
66歳

1928
69歳

1929
70歳

1934
75歳

1936
77歳

1872
13歳

1875
16歳

1879
20歳

1884
25歳

史

変

横
沼
消
防
ポ
ン
プ

※
む
し
ろ

織
り
…
横
糸
を
太
く
し
て
、

　

の
よ
う
に
織
っ
た
織
物

三芳野村信用購買販売組合での講演風景（昭和10年）

※
孝こ
う
て
い悌
…
親
に
孝
行
で
兄
弟
仲
の
よ

　

い
こ
と


